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大
学
院
医
学
研
究
科
に
と
っ

て
二
番
目
と
な
る
寄
附
講
座

「
不
整
脈
先
進
治
療
学
講
座
」

が
平
成
二
十
二
年
一
月
に
開
講

し
た
。
本
講
座
は
、
不
整
脈
の

診
断
・
治
療
に
使
用
さ
れ
る
医

療
器
機
お
よ
び
治
療
デ
バ
イ
ス

の
世
界
的
メ
ー
カ
ー
二
社
の
寄

附
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。
准
教

授
一
名
、
助
教
一
名
、
事
務
補

佐
員
一
名
か
ら
な
る
講
座
で
、

循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座
不

整
脈
グ
ル
ー
プ
の
協
力
支
援
体

制
の
下
、
以
下
に
示
す
「
不
整

脈
の
先
進
治
療
」
を
通
し
て
弘

前
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究

の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に

青
森
県
、
東
北
地
方
の
地
域
医

療
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

不
整
脈
は
、
従
来
は
抗
不
整

脈
薬
で
「
抑
制
す
る
」
治
療
が

主
体
で
、
根
治
は
困
難
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
心
室
頻
拍

／
心
室
細
動
の
致
死
的
不
整
脈

は
、
再
発
す
れ
ば
突
然
死
と
い

う
不
幸
な
転
帰
を
と
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
一
九
七

〇
年
代
に
開
始
さ
れ
た
心
臓
電

気
生
理
検
査
に
よ
り
不
整
脈
の

発
症
機
序
が
解
明
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
さ
ら
に
一
九
九
〇
年

代
か
ら
開
始
さ
れ
た
高
周
波
カ

テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
多
く
の
上
室
頻
拍
が
根
治

可
能
と
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年

代
の
後
半
に
な
る
と
致
死
的
不

整
脈
治
療
デ
バ
イ
ス
と
し
て
の

植
込
み
型
除
細
動
器
（
Ｉ
Ｃ

Ｄ
）
が
わ
が
国
で
も
認
可
さ

れ
、
不
整
脈
に
よ
る
突
然
死
の

予
防
が
可
能
と
な
っ
た
。
以
上

の
電
気
生
理
学
と
医
用
工
学
の

発
展
は
多
く
の
不
整
脈
患
者
に

恩
恵
を
も
た
ら
し
た
が
、
臨
床

的
に
も
っ
と
も
重
要
な
不
整
脈

で
あ
る
心
房
細
動
や
Ｉ
Ｃ
Ｄ
時

代
と
な
っ
て
も
治
療
に
難
渋
す

る
心
室
頻
拍
の
管
理
法
は
確
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、
新
た
な
展
開

が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
。

　

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
わ
が

国
で
も
普
及
し
始
め
、
さ
ら
に

こ
の
数
年
間
で
技
術
的
に
大
き

く
進
歩
し
た
心
臓
三
次
元
マ
ッ

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
不
整
脈
治

療
に
新
た
な
変
革
を
も
た
ら
し

た
。
三
次
元
マ
ッ
ピ
ン
グ
は
、

三
次
元
位
置
情
報
セ
ン
サ
ー
を

先
端
に
取
り
付
け
た
カ
テ
ー
テ

ル
を
心
腔
内
に
挿
入
し
、
先
端

で
心
臓
壁
を
な
ぞ
る
こ
と
に
よ

り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
に
心
臓

の
立
体
像
を
構
築
し
、
こ
の
立

体
像
に
電
気
情
報
を
加
え
る
こ

と
に
よ
り
、
心
臓
内
の
興
奮
伝

播
や
異
常
組
織
、
瘢
痕
組
織
を

可
視
化
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

あ
る
。
心
電
図
で
し
か
捉
え
ら

れ
な
か
っ
た
不
整
脈
が
、
興
奮

伝
播
の
異
常
と
し
て
視
覚
的
に

明
瞭
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
治
療
法
が
格
段
と
進
歩
し

た
。
さ
ら
に
最
近
、
三
次
元

マ
ッ
ピ
ン
グ
像
と
心
臓
の
Ｃ
Ｔ

立
体
画
像
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

上
で
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

各
心
腔
、
大
血
管
の
解
剖
と
興

奮
過
程
が
正
確
に
把
握
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
あ
た
か
も
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
感
覚
で

カ
テ
ー
テ
ル
が
操
作
さ
れ
、
高

度
か
つ
広
範
な
治
療
が
可
能
と

な
っ
た
。
現
在
は
心
房
細
動
の

み
で
な
く
致
死
的
心
室
性
不
整

脈
も
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象

と
な
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
不
整

脈
が
根
治
可
能
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
多
く
の
最
新
医

療
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
不

整
脈
に
関
連
す
る
医
用
工
学
の

発
展
も
日
進
月
歩
で
あ
り
、
難

治
性
不
整
脈
の
診
療
に
か
か
わ

る
医
師
は
常
に
最
新
の
知
識
と

技
能
を
備
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
こ
こ
に
「
不
整
脈
先
進
治

療
学
講
座
」
設
置
の
目
的
が
あ

　

利
益
相
反
と
は
「
利
害
の

衝
突
」、
あ
る
い
は
英
語
で
は

confl ict of interest
と
表
記
さ

れ
る
言
葉
で
す
。
民
法
第
百
八

条
で
自
己
契
約
・
双
方
代
理
が

「
利
益
相
反
行
為
」
に
該
当
す

る
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、「
利
益
相
反
」
と
は
何

か
し
ら
違
法
性
を
示
す
語
感
を

有
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
利

益
相
反
と
い
う
言
葉
は
誤
解
さ

れ
や
す
い
言
葉
で
も
あ
り
、
少

し
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
私
た
ち
の
所
属
す

る
大
学
は
、
国
公
私
立
を
問
わ

ず
、
本
来
、
社
会
に
対
し
て
公

平
・
平
等
に
貢
献
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
臨
床
で
の
「
治
験
」
が
好

例
で
す
が
、
特
定
の
製
薬
会
社

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
大
学
の

講
座
、
部
門
が
そ
の
会
社
か
ら

資
金
を
受
け
入
れ
こ
れ
を
実
施

し
た
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
企

業
か
ら
研
究
資
金
を
受
け
入
れ

た
講
座
・
部
門
が
、
本
来
公
平
・

平
等
で
あ
る
べ
き
大
学
が
、
特

定
の
企
業
に
利
益
を
も
た
ら
す

活
動
を
行
っ
た
よ
う
に
見
え
、

世
間
一
般
の
眼
か
ら
す
る
と
、

大
学
（
病
院
）・
特
定
企
業
間

の
利
益
と
、
社
会
全
般
の
利
益

と
が
相
反
す
る
状
況
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
念

を
抱
か
れ
る
可
能
性
が
出
て
き

ま
す
。

　

し
か
し
、
治
験
に
関
わ
る
活

動
は
、
た
と
え
企
業
の
利
益
と

な
る
治
療
薬
開
発
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
安
全
で
優
れ

た
薬
剤
が
社
会
で
利
用
さ
れ
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
法
で
決

め
ら
れ
た
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
一

見
、企
業
と
大
学
（
病
院
、講
座
、

部
門
、
研
究
者
）
と
い
う
当
事

者
間
の
利
益
目
的
の
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
受
け
入
れ
る
資
金

は
国
庫
（
大
学
が
利
用
可
能
）

に
入
り
、
そ
の
目
指
す
も
の
は

公
共
の
福
祉
に
ほ
か
な
ら
な
い

の
で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
治

験
を
利
益
相
反
の
負
の
評
価
だ

け
で
規
制
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

社
会
全
体
に
と
っ
て
「
不
利
益
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
治
験
や
企
業
か

ら
研
究
資
金
を
受
け
入
れ
る
一

部
の
臨
床
研
究
は
、
公
的
利
益

を
追
及
す
べ
き
大
学
や
そ
の
教

職
員
が
、
一
見
、
特
定
の
企
業

や
団
体
に
利
益
を
与
え
、
そ
こ

か
ら
研
究
費
（
報
酬
）
を
得
る

行
為
が
社
会
か
ら
何
ら
か
の
疑

惑
を
抱
か
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
利
益
追
求
の

た
め
に
大
学
が
企
業
に
協
力
し

て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
き

ち
ん
と
社
会
に
説
明
す
る
必
要

が
あ
り
、
か
か
る
背
景
か
ら
生

じ
た
考
え
方
が
利
益
相
反
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
な
の
で
す
。

　

一
方
、
全
て
の
大
学
教
職
員

が
学
会
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
謝

金
を
受
け
る
場
合
で
も
透
明
性

を
確
保
す
る
た
め
、
事
前
に
大

学
の
管
理
者
か
ら
兼
業
の
許
可

を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

利
益
相
反
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委

員
会
は
、
管
理
者
の
代
理
と
し

て
個
人
情
報
を
厳
守
し
つ
つ
申

告
内
容
を
審
査
し
ま
す
。
こ
こ

で
は
過
度
に
個
人
的
あ
る
い
は

特
定
の
企
業
の
利
益
に
偏
り
す

ぎ
て
い
る
と
の
疑
い
が
も
た
れ

た
場
合
、
倫
理
委
員
会
ま
た
は

Ｉ
Ｒ
Ｂ
へ
の
諮
問
を
行
い
、
当

該
教
職
員
へ
の
指
導
を
行
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
利
益
相
反
に
関
し
て

き
ち
ん
と
自
己
申
告
し
て
頂
く

医
学
研
究
科
に
寄
附
講
座

医
学
研
究
科
に
寄
附
講
座

「
不
整
脈
先
進
治
療
学
講
座
」
が
開
講

「
不
整
脈
先
進
治
療
学
講
座
」
が
開
講

循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座　

教
授　

循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座　

教
授　

奥　

村　
　
　

謙

奥　

村　
　
　

謙

る
。
不
整
脈
の
病
態
解
明
や
新

し
い
治
療
に
関
す
る
研
究
の
み

で
な
く
、
将
来
を
担
う
人
材
の

育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
き
た

い
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｄ
を
中
心
と
す

る
植
込
み
型
デ
バ
イ
ス
の
遠
隔

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
確

立
し
、
青
森
県
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
県
内
で
治
療
を
受
け
た
患

者
の
デ
バ
イ
ス
機
能
を
連
続
し

て
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
に
よ
り

安
全
で
確
実
な
デ
バ
イ
ス
管
理

体
制
を
構
築
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
弘
前
大

学
が
不
整
脈
診
療
の
メ
ッ
カ
、

不
整
脈
研
究
の
発
信
地
と
な
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ

る
。
最
後
に
、
寄
附
講
座
新
設

に
あ
た
り
事
務
的
な
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
医
学
研
究
科
総
務

グ
ル
ー
プ
の
諸
氏
と
講
座
の
意

義
に
ご
理
解
い
た
だ
き
さ
ら
に

臨
床
研
究
棟
一
階
に
研
究
室
を

貸
与
い
た
だ
い
た
佐
藤
敬
医
学

研
究
科
長
に
深
謝
申
し
上
げ
た

い
。

臨
床
研
究
に
係
る

利
益
相
反
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
開
始

こ
と
。
そ
れ
が
、
教
職
員
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
臨
床
研
究
や

産
官
学
連
携
活
動
に
取
り
組
め

る
基
盤
と
な
り
ま
す
。
不
自
由

を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
社
会
へ
の

説
明
責
任
を
求
め
ら
れ
る
時
代

に
沿
っ
た
流
れ
で
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
本

学
で
は
二
月
一
日
か
ら
こ
の
委

員
会
が
活
動
し
て
お
り
、
倫
理

委
員
会
へ
の
申
請
と
同
時
に
利

益
相
反
委
員
会
へ
の
書
類
も
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
医
学
研
究
科

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。〈http://w

w
w
.m

ed.
hirosaki-u.ac.jp/pr/rieki.htm

l

〉

臨
床
研
究
利
益
相
反

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
：

 

委
員
長　

兼　

子　
　
　

直

 

委　

員　

黒　

田　

直　

人

平成21年度弘前大学
成績優秀学生表彰

　

平
成
二
十
一

年
度
よ
り
新

た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
各
学

部
の
各
学
年
の

成
績
優
秀
学
生

の
選
定
お
よ
び

表
彰
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
医
学

部
か
ら
は
六
名

の
学
生
が
選
ば

れ
、
一
月
十
五

日
に
事
務
局
大

会
議
室
に
て
表

彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の

表
彰
を
励
み
に

今
後
の
精
進
を

期
待
し
ま
す
。

平成21年度弘前大学成績優秀学生
　　　【学部学生】
　　　　　医学部医学科２年　是川　　海
　　　　　医学部医学科３年　奥瀬　由唯
　　　　　医学部医学科４年　大高　由美
　　　　　医学部医学科５年　本郷　恭子
　　　　　医学部医学科６年　秋山慎太郎
　　　【大学院学生】
　　　　　医学研究科医科学専攻２年　西澤　尚徳
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国
立
大
学
法
人
化
後
の
第
一

期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
が
終

了
し
、
い
よ
い
よ
第
二
期
中
期

目
標
・
中
期
計
画
の
期
間
に
移

行
し
ま
す
。

　

国
立
大
学
法
人
化
当
時
本
学

は
、
持
て
る
資
源
が
少
な
く
、

中
央
の
大
規
模
大
学
と
の
大
学

間
格
差
が
あ
り
、
ま
た
本
学
を

立
地
と
す
る
地
域
の
少
子
・
高

齢
化
、
過
疎
化
、
そ
し
て
産
業

基
盤
の
脆
弱
さ
と
で
、
首
都
圏

と
の
地
域
間
格
差
を
担
っ
て
の

出
発
で
あ
り
ま
し
た
。
同
時

に
、
医
学
領
域
で
は
研
修
医
制

度
の
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
が
、

地
方
大
学
医
学
部
を
直
撃
し
、

地
域
医
療
の
混
乱
と
医
学
部
の

教
育
・
研
究
力
の
低
下
と
大
学

病
院
の
疲
弊
と
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

し
か
も
、
第
一
期
中
期
目
標
・

中
期
計
画
の
評
価
の
中
で
は
、

大
学
院
博
士
課
程
の
充
足
率
を

こ
と
さ
ら
の
如
く
取
り
上
げ
、

そ
の
結
果
、
研
修
医
制
度
と
大

規
模
大
学
大
学
院
の
吸
引
力
に

よ
っ
て
、
地
方
の
医
系
大
学
院

は
、
入
学
定
員
を
減
ら
さ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、本
学
は
持
ち
こ
た
え
ま
し
た
。

　

第
一
期
中
期
目
標
・
中
期
計

画
の
終
了
近
く
に
な
っ
て
本
学

は
、
学
内
の
校
舎
の
改
修
と

キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
理
を
含
む
環

境
整
備
と
、
国
立
大
学
法
人
化

前
後
設
置
さ
れ
た
機
器
分
析
セ

ン
タ
ー
と
出
版
会
に
加
え
て
、

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
白

神
自
然
観
察
園
、
北
日
本
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
に

よ
っ
て
、
本
学
の
基
盤
整
備
が

急
速
に
進
み
ま
し
た
。
そ
し

て
、
学
生
の
国
家
試
験
の
合
格

率
と
就
職
率
は
い
ず
れ
も
我
国

の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
の
人

達
か
ら
、「
弘
前
大
学
が
最
近

ひ
と
回
り
も
ふ
た
回
り
も
大
き

く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

か
、
文
部
科
学
省
関
係
者
か
ら

は
「
弘
前
大
学
が
輝
い
て
み
え

ま
す
」
と
か
の
言
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
も
そ
の
は

ず
、
昨
年
平
成
二
十
一
年
十
一

月
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
、
全

国
国
公
私
立
大
七
百
七
十
余
校

の
中
で
、
本
学
が
注
目
度
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
で
あ
り
、
そ
の
後
も

ベ
ス
ト
テ
ン
以
内
を
維
持
し
続

け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
医
学
部
は
、

第
一
期
中
期
目
標
期
間
中
に
、

附
属
病
院
の
再
開
発
を
完
了
さ

せ
、
そ
し
て
我
国
初
の
緊
急
被

ば
く
医
療
を
担
う
〝
高
度
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
〞
と
、
大
学
院

医
学
研
究
科
と
保
健
学
研
究
科

を
主
力
と
す
る
我
国
初
の
〝
被

ば
く
医
療
教
育
研
究
施
設
〞
が

発
足
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
少
子
化
に
よ
る
大

学
入
学
志
願
者
減
と
地
方
の
過

疎
化
と
に
よ
る
大
学
間
の
激
し

い
競
争
と
淘
汰
の
時
、
更
に
は

大
学
の
統
廃
合
へ
と
傾
斜
し
て

い
る
時
、
こ
れ
ら
の
基
盤
整
備

は
、
他
大
学
に
は
な
い
弘
前
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
の
特
徴

で
あ
り
、
本
学
の
柱
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
こ
こ
に
医
学
研
究
科
に
新

し
く
人
的
投
入
が
な
さ
れ
る
の

で
、
こ
の
後
第
二
期
中
期
目
標

期
間
中
は
、
ひ
た
す
ら
、
教
育
、

第
二
期
中
期
目
標
期
間
を

　
　
　
　
　

迎
え
る
に
当
た
っ
て

弘
前
大
学
学
長　

遠　

藤　

正　

彦

　

弘
前
大
学
で
は
、
今
年
度
よ

り
各
部
局
よ
り
推
薦
さ
れ
た
一

名
が
「
教
育
に
関
し
て
優
れ
た

業
績
を
上
げ
た
教
員
」
と
し
て

表
彰
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
二
十
二
年
一
月
十
五

日
に
、
そ
の
栄
え
あ
る
第
一
回

目
と
し
て
私
が
医
学
研
究
科
の

教
員
と
し
て
学
長
よ
り
表
彰
さ

れ
た
こ
と
は
誠
に
光
栄
で
す
。

　

教
育
は
統
合
さ
れ
た
大
局
的

流
れ
で
学
生
を
育
む
も
の
で
あ

る
が
、
今
回
特
に
評
価
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
点
を
こ
こ
に
紹
介
し

ま
す
。
平
成
二
十
年
度
よ
り
、

医
学
科
五
年
次
学
生
の
Ｂ
Ｓ

Ｌ
（bed side learning

）
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
病
理
部
を

組
み
込
み
、
基
礎
医
学
と
し
て

の
病
理
学
に
加
え
て
、
臨
床
医

学
と
し
て
の
病
理
診
断
学
の

実
習
を
開
始
し
ま
し
た
。
一

方
、
全
学
の
教
育
・
学
生
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
、
文

部
科
学
省
特
別
教
育
研
究
経
費

事
業
に
選
定
さ
れ
た
「
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

を
活
用
し
た
Ｆ
Ｄ
活
動
の
展

開
」
の
推
進
に
関
与
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
米
国
・
英
国
に
お

け
る
高
等
教
育
開
発
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（T

he Professional 
a
n
d
 O

rg
a
n
iz

a
tio

n
a
l 

D
evelopm

ent N
etw

ork in 
H
igher E

ducation, P
O
D
 

N
etw

ork Conference 2008, 
U
SA

; and T
he Staff and 

E
ducational D

evelopm
ent 

A
sso

c
ia

tio
n
, S

E
D

A
 

Conference 2009, U
K

）
へ
の

参
加
と
学
内
還
元
、
Ｆ
Ｄ
講
演

会
講
師
、
お
よ
び
Ｆ
Ｄ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の

テ
ュ
ー
タ
ー
を
担

当
し
ま
し
た
。

　

医
学
科
学
生
の

噂
を
漏
れ
聞
く

と
、
病
理
学
の
授

業
は
専
ら
試
験
合

格
の
壁
が
高
い

と
の
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
も
遠
藤

学
長
の
掲
げ
る

「
二
十
一
世
紀
を

生
き
抜
く
活
力
あ

る
人
材
育
成
」
の

一
翼
を
担
う
と
信

じ
、
今
後
も
学
生

教
育
に
力
を
注
い

で
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

弘前大学における
教育に関して優れた業績を
上げた教員に表彰されて
病理生命科学講座　教授　鬼　島　　　宏

平成21年１月15日表彰式にて、医学科の成績優秀学生と

研
究
と
診
療
を
前
進
さ
せ
る
の

み
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、

第
二
期
期
間
中
に
起
こ
る
と
さ

さ
や
か
れ
て
い
る
激
し
い
統
廃

合
の
淘
汰
に
打
ち
勝
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
力
は
、
当
医
学
研

究
科
に
は
も
う
十
分
に
備
わ
っ

て
い
ま
す
。
第
二
期
中
期
目
標

へ
向
か
っ
て
自
信
を
持
っ
て
の

出
発
で
す
。

　

第
百
四
十
七
回
弘
前
医
学
会

例
会
が
平
成
二
十
二
年
一
月

二
十
九
日
午
後
に
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
学
外
か
ら
二
題
の
演
題
を

含
む
十
三
題
の
一
般
演
題
発
表

と
、
第
十
四
回
医
学
部
学
術
賞

受
賞
記
念
講
演
五
題
の
発
表
が

行
わ
れ
、
い
ず
れ
の
発
表
に
対

し
て
も
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
演
題
か
ら
は
優
秀
発
表

賞
を
選
ぶ
こ
と
が
恒
例
に
な
っ

て
お
り
、
発
表
終
了
後
直
ち
に
、

棟
方
博
文
教
授
（
小
児
外
科
学

講
座
）
を
審
査
委
員
長
と
す
る

六
名
の
審
査
員
に
よ
る
選
考
会

議
が
開
催
さ
れ
、
棟
方
博
文
審

査
委
員
長
か
ら
選
考
経
過
と
受

賞
者
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
に
は
「
家
族
性
地

中
海
熱
が
原
因
と
考
え
ら
れ
た

全
身
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
の

一
例
」
と
題
さ
れ
た
口
演
を
行

っ
た
本
学
循
環
器
・
呼
吸
器
・

腎
臓
内
科
学
の
中
村
典
雄
先
生

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
本
症
は
そ

の
名
の
通
り
地
中
海
沿
岸
諸
国

で
家
族
性
に
発
生
す
る
原
因
不

明
の
疾
患
で
あ
り
、
日
本
で
は

症
例
が
極
め
て
少
な
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
受
賞
は
、

そ
の
内
容
が
学
術
的
に
高
い
評

価
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
口
演
発
表
の
あ
り
方
も
重

要
な
審
査
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。
佐
藤 

敬
弘
前
医
学

会
会
長
が
開
催
に
あ
た
っ
て
の

ご
挨
拶
で
述
べ
ら
れ
た
通
り
、

十
三
題
の
一
般
演
題
の
内
容
は

い
ず
れ
も
レ
ベ
ル
が
高
い
も
の

で
し
た
が
、
中
村
典
雄
先
生
の

発
表
は
総
合
的
に
み
て
特
に
優

れ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
た
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
本
年

の
第
十
四
回
医
学
部
学
術
賞
記

念
講
演
で
は
、
二
題
の
学
術
特

別
賞
と
三
題
の
学
術
奨
励
賞
を

弘
前
医
学
会
例
会
を
終
え
て

弘
前
医
学
会
会
計
幹
事　

蔵　

田　
　
　

潔

　

 

（
統
合
機
能
生
理
学
講
座　

教
授
）

受
賞
さ
れ
た
方
々
が
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
特
別
賞
は
杉
本
一

博
先
生
（
臨
床
検
査
医
学
講

座
）
に
よ
る
「
糖
尿
病
性
神
経

障
害
の
成
因
に
関
す
る
基
礎
的

研
究
：
イ
ン
ス
リ
ン
作
用
異
常

の
役
割
」
と
中
野
創
先
生
（
皮

膚
科
学
講
座
）
に
よ
る
「
遺
伝

性
皮
膚
疾
患
の
遺
伝
子
診
断
」

に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
奨

励
賞
は
山
田
雄
大
先
生
（
病
態

薬
理
学
講
座
）、
佐
藤
裕
紀
先

生
（
三
沢
市
立
三
沢
病
院
内

科
）、お
よ
び
棟
方
聡
先
生
（
脳

神
経
外
科
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
内
容
の
非
常
に

充
実
し
た
発
表
で
し
た
が
、
特

に
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
た
お
二

人
の
発
表
は
、
医
学
部
に
お
け

る
研
究
全
体
の
牽
引
役
と
し
て

大
い
に
期
待
さ
せ
る
感
銘
深
い

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し

ま
す
。

　

次
回
の
第
九
十
四
回
弘
前
医

学
会
総
会
は
、
青
森
市
医
師
会

（
成
田
祥
耕
会
長
）の
担
当
で
平

成
二
十
二
年
六
月
十
九
日（
土
）

に
青
森
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
未
定
で
す
が
、
評
議
員

会
、
一
般
演
題
、
特
別
講
演
な

ど
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

弘
前
医
学
会
は
例
会
、
総
会
と

も
に
、
学
内
外
で
行
わ
れ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
あ
る
い
は

診
療
活
動
の
発
表
の
場
で
あ

り
、
私
た
ち
の
身
近
で
ど
の
よ

う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
か

を
知
る
上
で
も
重
要
な
会
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
本
会
を
通
じ

て
会
員
な
ら
び
に
関
係
各
位
の

参
加
と
交
流
が
大
い
に
行
わ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第147回

　

今
回
、
第
百
四
十
七
回
弘

前
医
学
会
に
お
い
て
優
秀
発

表
賞
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
僕
自

身
全
く
予
想
も
し
な
か
っ
た

こ
と
な
の
で
大
変
驚
い
て
い

ま
す
。今
回
の
発
表
は
、我
々

が
経
験
し
た
症
例
の
報
告
で

あ
り
、
以
下
に
そ
の
概
略
を

記
し
ま
す
。

　

三
十
八
歳
の
男
性
が
発
熱

と
腎
機
能
障
害
に
て
当
科
に

入
院
と
な
り
、
腎
生
検
を
施

行
し
た
と
こ
ろ
腎
ア
ミ
ロ
イ

ド
ー
シ
ス
と
判
明
し
ま
し
た
。

ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
は
原
発
性
と

二
次
性
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
特
徴
か
ら
本
例
は
二
次
性

と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

原
疾
患
に
関
し
て
検
索
を
進
め

た
と
こ
ろ
、
家
族
性
地
中
海
熱

と
い
う
診
断
に
至
っ
た
訳
で
す
。

そ
の
過
程
は
紙
面
の
都
合
で
詳

述
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
疾
患
は

遺
伝
性
慢
性
炎
症
性
疾
患
の
ひ

と
つ
で
あ
り
日
本
で
は
非
常
に
稀

弘
前
医
学
会
例
会

弘
前
医
学
会
優
秀
発
表
賞
を

受
賞
し
て

　
　
　

循
環
器
・
呼
吸
器
・
腎
臓
内
科　

講
師

中　

村　

典　

雄

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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「Pre BSL

」
で
は
こ
の
よ
う

な
環
境
に
少
し
で
も
ス
ム
ー
ズ

に
溶
け
込
め
る
よ
う
、「H

ow
 

to survive 
BSL?

」

の

よ
う
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

教
育
も
盛
り

込
ま
れ
て
い

る
。
さ
ら
に

医
療
面
接
で

お
世
話
に

な
っ
て
い
る

模
擬
患
者
さ

ん
た
ち
か
ら

は
、
服
装
、

言
葉
遣
い
、

挨
拶
と
い
っ

た
社
会
人
と

し
て
の
態
度

面
に
つ
い
て

の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
も
頂

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

地
域
医
療
再
考

地
域
医
療
再
考

　
　
　
　

―
三
期
目
の
抱
負
に
代
え
て

　
　
　
　

―
三
期
目
の
抱
負
に
代
え
て

医
学
研
究
科
長
・
医
学
部
長　

医
学
研
究
科
長
・
医
学
部
長　

佐　

藤　
　
　

敬

佐　

藤　
　
　

敬

　

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日
よ

り
、
医
学
研
究
科
長
・
医
学
部

長
と
し
て
の
新
し
い
任
期
を
迎

え
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
、
引

き
続
き
力
を
尽
く
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

本
年
七
月
に
は
附
属
病
院
の

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
稼

働
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
含
め

て
、
地
域
医
療
に
果
た
す
本
学

の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の

地
域
医
療
の
危
機
に
関
し
て
大

学
医
学
部
の
責
任
を
問
う
声
が

い
ま
だ
一
部
に
は
あ
る
よ
う
で

す
が
、
歴
史
的
に
み
て
も
、
ま

た
現
状
か
ら
言
っ
て
も
、
弘
前

大
学
は
で
き
る
限
り
の
努
力
を

し
て
来
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
大
学
医
学
部
に
対
す
る
社

会
の
見
方
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
る
こ
と

は
、
一
筋
の
光
明
を
見
る
思
い

で
す
が
、
私
た
ち
は
今
後
も
、

医
学
・
医
療
の
公
共
性
を
明
確

に
意
識
し
な
が
ら
、
医
師
の
養

成
に
あ
た
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

繰
り
返
し
述
べ
て
お
り
、
ま

た
私
独
自
の
考
え
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
大
学
を
中
心
と
し
た

地
域
循
環
型
の
医
師
養
成
が
本

来
の
姿
で
あ
る
と
私
は
信
じ
て

い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
外
的
要

因
の
た
め
、
そ
の
こ
と
と
地
域

医
療
の
維
持
が
う
ま
く
適
合
し

な
い
事
態
が
生
じ
、
大
学
に

代
わ
る
医
師
養
成
機
能
を
求

め
る
考
え
方
も
あ
る
（
あ
っ

た
？
）
よ
う
で
す
。
私
た
ち
は

原
則
と
し
て
多
様
性
を
受
け
入

れ
る
寛
容
は
持
つ
こ
と
も
必
要

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
な
く

と
も
医
育
機
関
と
し
て
は
、
そ

の
よ
う
な
考
え
方
に
依
拠
す
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
学
部

教
育
を
含
め
て
、
こ
の
基
本
方

針
に
則
っ
た
教
育
を
徹
底
す
る

た
め
、
地
域
の
中
核
的
医
療
機

関
の
ご
協
力
を
得
て
、
弘
前
大

学
専
門
医
養
成
病
院
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
医
師
養

成
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
る

わ
け
で
は
な
く
、
本
来
の
在
り

方
を
明
確
に
実
現
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

は
、
以
前
か
ら
の
基
本
的
考
え

に
基
づ
い
た
も
の
で
す
が
、
よ

う
や
く
昨
年
か
ら
実
際
に
立
ち

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
外
の
先
生
方
の
お
力
も
得

て
、
社
会
が
求
め
る
医
師
の
養

成
を
全
う
し
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
の
本
来
の
役
割
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
地
域
医

療
の
確
保
に
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
四
年
次
科
目「Pre 

BSL

」
は
平
成
二
十
二
年
一
月

十
八
日
〜
二
月
五
日
に
行
わ

れ
、
続
い
て
「
共
用
試
験
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
（O

bjective Structured 
Clinical Exam

ination
;

客
観

的
臨
床
能
力
試
験
）」
が
二
月

六
日
に
施
行
さ
れ
た
。
そ
も
そ

も
共
用
試
験
と
は
、
医
学
生
が

診
療
参
加
型
臨
床
実
習
を
行
な

う
た
め
に
必
要
な
知
識
、
技

能
、
態
度
を
有
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
、
全
国
の
医
学
部
が
一

律
の
基
準
で
四
年
次
末
に
評
価

す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ

（Com
puter Based T

esting

）

が
主
に
知
識
（
お
よ
び
問
題
解

決
能
力
）
を
見
る
の
に
対
し
、

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
で
は
主
に
技
能
・
態

度
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
平
成
十
三
年
か
ら

十
七
年
に
か
け
て
ト
ラ
イ
ア
ル

が
実
施
さ
れ
た
後
、
平
成
十
八

年
よ
り
正
式
実
施
と
な
り
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　
「Pre BSL

」
は
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

に
備
え
た
準
備
教
育
的
科
目
で

あ
り
、
学
生
は
三
週
間
に
わ
た

り
、
全
体
で
の
講
義
の
ほ
か
、

小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
医
療

面
接
、
頭
頸
部
、
胸
部
、
腹
部
、

神
経
の
各
診
察
術
、
外
科
手
技

や
心
肺
蘇
生
な
ど
に
つ
い
て
実

習
を
行
い
、
技
術
を
修
得
す
る

（
表
１
）。

　
「Pre BSL

」
は
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

に
向
け
て
の
教
育
で
あ
る
と
同

時
に
、
五
年
次
四
月
か
ら
始
ま

る
臨
床
実
習
（
Ｂ
Ｓ
Ｌ
）
の
た

め
の
準
備
教
育
で
も
あ
る
。
教

室
で
の
授
業
が
中
心
で
あ
っ
た

四
年
生
ま
で
の
教
育
と
、
病
院

内
の
実
習
主
体
の
五
年
生
の
教

育
で
は
、
学
生
に
と
っ
て
毎
日

の
生
活
は
百
八
十
度
異
な
る
。

病
院
と
い
う
医
療
の
現
場
は
、

い
わ
ば
〝
社
会
〞
そ
の
も
の
で

あ
り
、〝
五
年
生
に
な
る
〞
こ

と
は
〝
社
会
に
出
る
〞
と
い
う

こ
と
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
学
生

は
、
指
導
医
、
看
護
師
等
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
さ
ら
に

は
患
者
さ
ん
と
い
っ
た
多
く
の

方
々
と
人
間
関
係
を
取
り
結
び

つ
つ
、
そ
の
中
で
上
手
に
学
習

を
進
め
て
ゆ
く
能
力
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
同
じ
グ
ル
ー
プ

の
構
成
員
で
あ
る
同
級
生
と

の
対
人
関
係
も
重
要
で
あ
る
。

Pre B
SL

を
実
施
し
て

総
合
診
療
医
学
講
座　

教
授　

加　

藤　

博　

之

表１．Pre BSLの学習目標
GIO（General Instructional Objectives：一般学習目標）
臨床実習（BSL）を円滑に履修するための準備として、患者さんへのコミュニケーション
の技法、基本的な身体診察術、安全管理の基本を修得する。また医師の思考過程を意識し
ながら自ら学ぶ姿勢を習慣づけ、医師としてのプロフェッショナリズムの涵養を図る。

SBO（Specific Behavioral Objectives：個別学習目標）
１．患者－医師関係を重視した医療面接を行なうことができる
２．身体各部位についての基本的な診察を行なうことができる
３．心肺停止状態に対して一次救命処置（Basic Life Support）を実施することができる
４．基本的な外科縫合手技を行なうことができる
５．手術室実習に必要な手洗いとガウンテクニックを実施できる
６．臨床実習中の安全管理の重要性を認識し、医療事故防止や院内感染防止に配慮するこ

とができる
７．主訴から診断にいたる医師の思考過程を理解し、症候学の重要性に気付き、自ら学習

を進めてゆくことができる
８．基本的事例について POS 形式で診療録を記載することができる
９．小グループ学習の特性を理解し、互いに協力して臨床実習を行なうことができる

講義・実習の項目と学習方略
１．患者さんと向き合うためのこころ構え（講義）
２．ワークショップ “How to survive BSL?”
３．医療面接（講義）
４．医療面接（実習　DVD）
５．医療面接（実習　ロールプレイ）
６．医療面接（実習　模擬患者）
７．バイタルサイン（講義と実習）
８．頭頚部診察、胸部診察、腹部診察、神経診察（講義と DVD）
９．頭頚部診察、胸部診察、腹部診察、神経診察（実習）
10．心肺蘇生（講義）
11．心肺蘇生（実習）
12．外科手技（講義）
13．外科手技（実習）
14．実習中の安全管理、医療事故防止（講義）
15．手術室での実習と安全管理（講義）
16．実習中の院内感染対策（講義）
17．BSL で小児科患者に接するにあたって（講義） 
18．BSL で産婦人科患者に接するにあたって（講義）
19．はじめて医療者の一人として現場に出るキミへ（講義）
20．診療録の記載法（講義）
21．診断のプロセスとカルテ作成実習（講義と実習）
22．症候と病歴聴取のポイント（講義）
23．診療用語の解説（講義）
24．心音の異常と心雑音（講義）
25．呼吸音の異常と肺雑音（講義）
26．共用試験 OSCE の手順について（講義）
27．手洗いとガウンテクニック（講義と実習）

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
経
過
と
治
療
の
詳
細
に
つ
い

て
文
献
的
考
察
を
加
え
て
発
表

い
た
し
ま
し
た
。

　

常
日
頃
か
ら
大
学
病
院
の
責

務
の
ひ
と
つ
は
、
独
創
的
な
研

究
を
し
て
そ
の
結
果
を
国
内
外

へ
発
信
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
実

行
で
き
て
い
な
い
の
が
現
実
で

す
。
ま
た
、
そ
の
研
究
も
最
近

は
基
礎
研
究
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
傾
向
は
否
め
ま
せ
ん
。

我
々
も
実
験
動
物
や
培
養
細
胞

な
ど
を
用
い
た
基
礎
研
究
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
臨

床
家
と
し
て
は
目
の
前
の
症
例

を
大
切
に
し
て
、
そ
れ
か
ら
真

理
を
導
き
出
す
こ
と
が
大
変
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
て
い
る
（
図
１
）。
他
に
も

「
診
断
の
プ
ロ
セ
ス
と
診
療
録

作
成
実
習
」
な
ど
に
よ
り
、
医

今
回
の
よ
う
な
症
例
報
告
が
評

価
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
我
々
の
臨
床
現
場
で
の

診
療
に
も
大
変
励
み
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

師
の
思
考
過
程
を
体
験
す
る
こ

と
を
通
じ
、
医
師
と
し
て
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

涵
養
を
図
る
よ
う
に
科
目

全
体
が
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て

い
る
。
四
年
次
ま
で
の
単

位
を
す
べ
て
修
得
し
、
Ｃ

Ｂ
Ｔ
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
合
格

し
た
学
生
は
、
本
年
四
月

よ
り
Ｓ
Ｄ
章
（Student 

D
octor

章
）
を
胸
に
、

臨
床
実
習
生
と
し
て
の
誇

り
と
責
任
を
持
っ
て
、
晴

れ
て
五
年
生
に
進
級
す
る

こ
と
に
な
る
。
学
生
一
人

ひ
と
り
の
更
な
る
精
進
を

期
待
す
る
と
共
に
、
彼
ら

を
迎
え
入
れ
る
院
内
の
す

べ
て
の
方
々
に
対
し
、
学

生
を
暖
か
く
教
え
導
い
て

頂
く
よ
う
お
願
い
し
た

い
。

図1　模擬患者さんからのフィードバックに真剣に聞き入る
　　　学生たち

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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特 集
第二十八回　唐牛記念医学研究基金助成金
第十四回　医学部学術賞
第十三回　医学部医学科国際化教育奨励賞
第十二回　医学部附属病院診療奨励賞

第
二
十
八
回　

唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金
助
成
金

　

こ
の
度
、
第
二
十
八
回
唐
牛

記
念
医
学
研
究
基
金
助
成
金
Ａ

を
賜
り
、
関
係
者
の
各
位
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
受

賞
の
研
究
課
題
「
新
し
く
開
発

し
た
生
体
内
線
維
連
絡
可
視
化

法
に
よ
る
他
者
の
意
図
を
認
知

す
る
脳
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
」

を
思
い
つ
い
た
経
緯
も
含
め
て

簡
単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

私
自
身
は
、
医
学
部
を
志
望

し
た
時
に
、「
こ
こ
ろ
」
の
問

題
に
非
常
に
興
味
を
引
か
れ
て

い
ま
し
た
。
実
際
、
心
療
内
科

の
医
師
に
な
ろ
う
と
し
て
、
医

学
部
に
入
り
ま
し
た
。
医
学
部

で
学
ぶ
う
ち
に
、「
こ
こ
ろ
」

と
い
う
も
の
の
実
体
、
そ
れ
を

支
え
る
生
物
学
的
基
盤
と
い
う

も
の
に
興
味
が
移
り
、「
こ
こ

ろ
」
が
脳
に
や
ど
る
の
で
あ
れ

ば
、
先
に
脳
の
回
路
の
配
線
図

が
し
っ
か
り
と
な
け
れ
ば
、
な

る
ま
い
と
思
い
正
村
和
彦
名
誉

教
授
が
行
っ
て
い
ら
し
た
神
経

解
剖
学
に
弟
子
入
り
い
た
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
配
線
が
分

か
っ
た
だ
け
で
は
、
そ
こ
に
宿

る
「
機
能
」
や
「
こ
こ
ろ
」
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
配
線
と
機
能

を
同
時
に
検
討
す
る
手
法
が
脳

の
機
能
と
そ
の
基
盤
を
探
る
に

は
必
須
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い

唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

助
成
金
を
受
賞
し
て

神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
科
学
講
座　

教
授　

一　

戸　

紀　

孝

ま
し
た
。
そ
の
結
果
た
ど
り
着

い
た
の
が
、
タ
イ
ト
ル
に
も
あ

る
生
体
内
線
維
連
絡
可
視
化
法

で
、
神
経
連
絡
に
そ
っ
て
運
ば

れ
る
ト
レ
ー
サ
ー
に
蛍
光
を
つ

け
た
も
の
を
、
生
体
脳
に
注
入

し
、
ト
レ
ー
サ
ー
が
運
ば
れ
る

の
を
待
っ
て
か
ら
、
脳
を
蛍
光

顕
微
鏡
で
観
察
し
、
脳
結
合
を

可
視
化
す
る
も
の
で
す
。
ヒ
ト

を
含
む
霊
長
類
は
、
極
め
て
社

会
性
が
高
く
表
情
な
ど
か
ら
相

手
の
意
図
を
よ
む
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
脳
に
備
わ
っ
て
お
り
、「
社

会
脳
」
と
い
う
く
く
り
に
さ

れ
、
近
年
、
非
常
に
興
味
が
も

た
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

統
合
失
調
症
や
自
閉
症
の
患
者

さ
ん
に
は
、「
社
会
脳
」
の
変

調
が
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
受
賞
課
題
で
は
、「
社

会
脳
」
の
シ
ス
テ
ム
に
生
体
内

線
維
連
絡
可
視
化
法
を
適
用
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
視
覚
刺
激
や

社
会
的
環
境
条
件
に
お
け
る

「
社
会
脳
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内

の
神
経
活
動
を
探
り
、「
社
会

脳
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
動

原
理
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
唐
牛
記
念
医
学

研
究
基
金
助
成
金
（
Ａ
）
を
い

た
だ
け
る
事
に
な
り
、
大
変
光

栄
に
存
じ
、
ま
た
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

私
達
は
、
脳
血
管
障
害
の
原

因
と
な
る
動
脈
硬
化
の
病
態
に

関
与
す
る
分
子
を
探
索
す
る

試
み
の
中
で
、「retinoic acid-

inducible gene-I

（RIG-I

：
リ

グ-

ア
イ
）」
と
い
う
分
子
を

同
定
し
、
そ
の
解
析
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
。
動
脈
硬
化
は
、

近
年
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
炎
症

性
腸
疾
患
、
慢
性
腎
炎
、
尋
常

性
乾
癬
、
気
管
支
喘
息
、
多
発

性
硬
化
症
な
ど
の
炎
症
性
疾
患

と
と
も
に
、
共
通
の
分
子
機
構

唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

助
成
金
を
受
賞
し
て

脳
血
管
病
態
学
講
座　

助
教　

今　

泉　

忠　

淳

を
持
つ
「
慢
性
炎
症
」
の
一
つ

の
表
現
型
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
達

は
、
こ
れ
ま
で
、
本
学
の
多
く

の
講
座
の
方
々
の
お
力
を
お
借

り
し
て
研
究
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、RIG-I 
が

「
慢
性
炎
症
」
の
共
通
の
分
子

機
構
に
関
与
し
て
い
る
事
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
成
果
は

三
十
二
編
の
英
文
原
著
論
文
と

し
て
発
表
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
私
達
の
研
究
を
支
援
し

て
下
さ
っ
た
学
内
外
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
本
基
金
を
創
設
さ

れ
た
故
唐
牛
敏
世
み
ち
の
く

銀
行
頭
取
の
御
遺
志
に
沿
う

べ
く
研
究
に
精
進
し
、
こ
の

助
成
金
を
基
に
研
究
を
発
展

口
腔
癌
の
発
育
進
展
と
抗
癌

剤
感
受
性
に
関
与
す
る
時
計

遺
伝
子
の
機
能

病
理
生
命
科
学
講
座　

助
教　

佐　

藤　

冬　

樹

　

こ
の
度
は
第
二
十
八
回
唐
牛

記
念
医
学
研
究
基
金
助
成
金
Ｂ

を
賜
り
、
選
考
委
員
の
先
生
方

を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
、
私
が
助
成
公
募
に
あ
た
っ

て
申
請
い
た
し
ま
し
た
研
究
内

容
に
つ
い
て
、
以
下
に
簡
単
で

は
あ
り
ま
す
が
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

従
来
ま
で
、
癌
細
胞
の
発
育

進
展
機
構
は
、
主
に
癌
細
胞
の

増
殖
、
抗
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
や
浸

潤
を
制
御
し
て
い
る
数
多
く
の

遺
伝
子
発
現
や
因
子
の
機
能
に

つ
い
て
詳
細
に
解
析
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
癌

に
お
け
る
概
日
リ
ズ
ム
を
考

慮
し
た
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
概
日

リ
ズ
ム
」
と
は
、
地
球
上
で
生

命
を
営
む
バ
ク
テ
リ
ア
か
ら
哺

乳
類
に
至
る
す
べ
て
の
生
物
に

備
わ
っ
て
い
る
約
二
十
四
時
間

周
期
の
リ
ズ
ム
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
こ
の
リ
ズ
ム
は
正
常
細

胞
の
み
な
ら
ず
、
腫
瘍
に
も
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
概
日
リ
ズ

ム
」
が
生
体
内
で
う
ま
く
機
能

す
る
よ
う
に
制
御
し
て
い
る
の

が
「
時
計
遺
伝
子
」
で
す
。
最

近
、
我
々
は
、
口
腔
癌
細
胞
で

時
計
遺
伝
子D

EC2

が
リ
ズ
ム

を
形
成
し
、D

EC2

が
腫
瘍
血

管
新
生
因
子
と
し
て
重
要
な
因

子V
EGF

発
現
を
制
御
す
る

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま

た
、
口
腔
癌
細
胞
に
お
け
る

抗
癌
剤
処
理
の
実
験
に
よ
り
、

D
EC2

やPER1

な
ど
の
い
く

つ
か
の
時
計
遺
伝
子
の
発
現
が

変
動
し
ま
す
。
従
来
ま
で
の
癌

の
発
育
進
展
を
制
御
す
る
因
子

に
、
新
た
に
「
時
計
遺
伝
子
」

を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
今
後
、

さ
ら
な
る
癌
の
発
育
進
展
制
御

が
期
待
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ

さ
せ
、
研
究
成
果
をH

irosaki 
U
niversity 

か
ら
世
界
へ
と
発

信
し
て
参
り
た
い
と
決
意
し
て

お
り
ま
す
。　

炎
症
性
腸
疾
患
に
お
け
る

腸
上
皮
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
制
御

機
序
の
解
明

腫
瘍
内
科
学
講
座　

助
教　

櫻　

庭　

裕　

丈

　

こ
の
た
び
は
第
二
十
八
回
唐

牛
記
念
医
学
研
究
助
成
・
助
成

金
Ｂ
を
賜
り
、
選
考
委
員
の
先

生
方
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様

に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
受
賞
を
励
み
に
頂
い
た
研

究
費
を
有
効
に
活
用
し
て
さ
ら

に
研
究
を
発
展
さ
せ
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
回

の
研
究
テ
ー
マ
は
、
ク
ロ
ー
ン

病
・
潰
瘍
性
大
腸
炎
と
い
っ
た

原
因
不
明
の
難
治
性
炎
症
性
腸

疾
患
に
関
す
る
も
の
で
、
石
黒

陽
准
教
授
が
「
な
ぜ
潰
瘍
が
で

き
る
の
か
」
と
い
っ
た
観
点
か

ら
腸
管
上
皮
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
の

誘
発
を
試
み
た
の
が
開
始
点
で

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ま

で
に
実
験
腸
炎
モ
デ
ル
で
あ
る

D
SS

誘
発
大
腸
炎
を
用
い
て
、

潰
瘍
形
成
に
先
行
し
て
腸
上
皮

ア
ポ
ト
ー
シ
ス
が
増
加
す
る
こ

と
、
そ
し
てT

GF-β

が
そ
れ

を
制
御
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
重
症
潰
瘍
性
大
腸
炎
患
者
に

対
し
て
、
早
い
効
果
発
現
と
潰

瘍
病
変
の
速
や
か
な
上
皮
化
を

誘
導
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
がTGF-β

発
現
誘
導
に
よ
るFLIP

を
介

し
た
腸
上
皮
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
抑

制
効
果
を
有
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
き
ま
し
た
。
本
研
究

は
そ
の
研
究
成
果
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
も
の
で
、
シ
ク

ロ
ス
ポ
リ
ン
に
よ
る
腸
管
粘

膜
で
のT

GF-β

発
現
誘
導
機

序
及
び
腸
上
皮
細
胞
に
お
け
る

FLIP

の
発
現
制
御
を
含
む
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
の
制
御
機
序
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
原
因
不
明
の
潰
瘍
性

大
腸
炎
に
お
い
て
、
シ
ク
ロ
ス

ポ
リ
ン
の
作
用
点
が
解
明
さ
れ

れ
ば
、
病
態
の
解
明
に
も
直
結

し
、
臨
床
的
に
も
意
義
の
あ
る

こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
最

後
に
、
推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た

福
田
眞
作
教
授
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
研
究
を
支
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
消
化
器
・
血
液
内
科

学
講
座
、
腫
瘍
内
科
学
講
座
、

感
染
生
体
防
御
学
講
座
の
皆
様

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

て
い
ま
す
。
今
回
頂
い
た
研
究

助
成
金
を
有
効
に
活
用
し
、
成

果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
い

た
す
次
第
で
す
。
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唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

助
成
金
を
受
賞
し
て

小
児
科　

病
院
助
手　

敦　

賀　

和　

志

　

臨
床
一
筋
の
私
が
大
学
に
戻

っ
た
の
が
平
成
二
十
年
の
春
。

腎
疾
患
を
中
心
に
診
療
す
る
傍

ら
、
大
学
と
い
う
研
究
の
で
き

る
環
境
の
も
と
実
験
を
始
め
ま

し
た
。
私
ど
も
の
研
究
テ
ー
マ

は
、
非
侵
襲
的
に
腎
障
害
の
程

度
を
評
価
す
る
新
た
な
方
法
を

確
立
す
る
こ
と
で
す
。
近
年
、

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
は
末

期
腎
不
全
や
心
血
管
疾
患
の
大

き
な
危
険
因
子
で
あ
る
と
さ
れ

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ

は
成
人
病
の
大
き
な
要
因
の
ひ

と
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
、
Ｉ
ｇ

Ａ
腎
症
を
は
じ
め
と
す
る
慢
性

腎
炎
症
候
群
と
こ
れ
に
伴
う
高

血
圧
、
腎
機
能
障
害
が
主
体
と

な
り
ま
す
が
、
小
児
期
か
ら
キ

ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
腎
疾
患

の
評
価
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
腎

生
検
に
よ
る
病
理
診
断
が
最
も

信
頼
で
き
る
検
査
手
段
で
す
。

し
か
し
、
腎
生
検
は
非
常
に
侵

襲
性
の
高
い
検
査
で
あ
り
、
一

般
臨
床
に
お
い
て
の
頻
回
の
検

査
は
困
難
で
す
。
一
方
、
尿
検

体
は
非
侵
襲
的
な
採
取
が
可
能

で
あ
り
、
血
液
検
体
に
比
べ
て

腎
病
変
を
直
接
的
に
反
映
す
る

検
体
と
も
言
え
ま
す
。
治
療
観

察
中
の
腎
疾
患
患
者
か
ら
得
ら

れ
た
尿
沈
渣
細
胞
に
発
現
す
る

各
種
機
能
分
子
群
のm

RN
A

を
測
定
し
、
腎
生
検
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
組
織
所
見
と
比
較
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来

的
に
非
侵
襲
的
な
検
査
法
の
開

発
に
繋
げ
て
ゆ
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
た

い
へ
ん
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
私

に
と
っ
て
大
き
な
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
日
頃
診
療
や
実
験
を
ご
指

導
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方
、

唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金
の
関

係
各
位
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

第
十
四
回　

弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞

医
学
部
学
術
賞

（
学
術
特
別
賞
）
を
受
賞
し
て

臨
床
検
査
医
学
講
座　

准
教
授　

杉　

本　

一　

博

研
究
課
題

糖
尿
病
性
神
経
障
害
の
成
因
に

関
す
る
基
礎
的
研
究
：
イ
ン
ス

リ
ン
作
用
異
常
の
役
割

　

こ
の
度
は
、
第
十
四
回
弘
前

大
学
医
学
部
学
術
特
別
賞
を
賜

り
ま
し
て
、
医
学
研
究
科
研
究

推
進
委
員
会
委
員
長
佐
藤
敬
先

生
を
は
じ
め
、
選
考
委
員
の
先

生
、
医
学
部
鵬
桜
会
、
青
森
医

学
振
興
会
お
よ
び
関
係
の
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
授
賞
式
に
は
遠
藤
正
彦

学
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様

に
御
参
列
頂
き
ま
し
た
こ
と
に

大
変
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
伝
統
あ
る
賞
を
受
賞
す
る
栄

誉
に
与
れ
ま
し
た
の
は
、
こ
れ

ま
で
公
私
に
わ
た
り
御
指
導
頂

き
ま
し
た
多
く
の
先
生
の
御
蔭

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
三
大
合
併
症
（
神
経

障
害
、
網
膜
症
、
腎
症
）
の
本

態
は
、
全
身
に
お
け
る
機
能
性

の
末
梢
神
経
線
維
と
毛
細
血
管

の
減
少
、
消
失
が
顕
在
化
し
た

も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
も
っ
と
も
簡
約
し
て

申
し
上
げ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
減

少
、
消
失
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
作

用
異
常
、
特
に
膵
β
細
胞
の
機

能
異
常
と
運
命
を
共
に
す
る
の

だ
と
い
う
の
が
私
の
作
業
仮
説

で
あ
り
ま
す
。
紙
面
の
都
合

上
、
詳
し
い
解
説
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
弘
前
医
学
第
六
十
一
巻

一
号
（
平
成
二
十
二
年
三
月
発

行
予
定
）
に
私
の
仮
説
の
一
部

を
学
術
賞
概
要
と
し
て
発
表
さ

せ
て
頂
く
予
定
で
す
。
是
非
、

皆
様
に
御
一
読
頂
き
ま
し
て
御

批
判
を
賜
り
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

本
学
術
特
別
賞
は
、「
独
創

的
か
つ
完
成
度
の
高
い
研
究
に

授
与
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
十
分
納
得
の
い
く
成
果

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
お

り
ま
す
私
に
と
り
ま
し
て
、
こ

の
賞
は
皆
様
か
ら
の
も
っ
と
頑

張
れ
、
あ
る
い
は
も
う
少
し
頑

張
る
チ
ャ
ン
ス
を
や
る
ぞ
と
言

う
暖
か
い
励
ま
し
、「
特
別
奨

励
賞
」
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
受
賞
者
の

名
を
汚
さ
ぬ
よ
う
精
一
杯
の
努

力
、
研
鑽
を
続
け
て
参
り
ま

す
。
皆
様
の
更
な
る
ご
指
導
を

御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

医
学
部
学
術
賞

（
学
術
特
別
賞
）
を
受
賞
し
て

皮
膚
科
学
講
座　

准
教
授　

中　

野　
　
　

創

　

こ
の
度
は
、
伝
統
と
栄
誉
あ

る
弘
前
医
学
学
術
特
別
賞
を
頂

戴
し
ま
し
て
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
学

部
に
は
遥
か
に
素
晴
ら
し
い
業

績
を
お
持
ち
の
先
生
方
が
多
数

い
ら
っ
し
ゃ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
小
生
が
こ
う
し
た
賞
を
頂

く
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
逡
巡

が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
な
る
努
力

を
す
る
よ
う
に
と
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し

て
、
敢
え
て
お
受
け
す
る
次
第

で
す
。
私
が
弘
前
大
学
を
卒
業

し
て
か
ら
十
九
年
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
最
近
、
本
学
部

に
お
い
て
問
題
に
感
じ
る
の

は
、
大
学
に
残
る
医
師
の
人
数

が
極
端
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
す
。
我
々
が
卒
業
し
た
頃

は
、
メ
ジ
ャ
ー
の
科
に
は
十
人

前
後
の
入
局
者
が
あ
っ
た
は
ず

で
す
。
皮
膚
科
で
あ
っ
て
も
入

局
者
ゼ
ロ
の
年
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て

は
今
の
よ
う
に
人
が
減
っ
て
し

ま
い
、
そ
の
こ
と
が
診
療
や
研

究
の
桎
梏
と
な
ろ
う
と
は
想
像

も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
医
学

第
14
回
弘
前
大
学
医
学
部

学
術
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

　

病
態
薬
理
学
講
座　

助
教　

山　

田　

雅　

大

　

こ
の
度
は
栄
誉
あ
る
「
弘
前

大
学
医
学
部
学
術
奨
励
賞
」
を

受
賞
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ご
指
導
頂
き
ま
し
た

奥
村
教
授
、
元
村
教
授
、
長
内

准
教
授
を
は
じ
め
、
研
究
に
携

わ
っ
て
頂
い
た
先
生
方
、
選
考

委
員
の
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

論
文
タ
イ
ト
ル
は
「V

aso-
constrictor effect of aldos-
terone via angiotensin II 
type 1 

（A
T
1

） receptor: 
Possible role of A

T
1 recep-

tor dim
erization 

（
ア
ン
ジ
オ

テ
ン
シ
ン
Ⅱ
タ
イ
プ
１
受
容

体
を
介
し
た
ア
ル
ド
ス
テ
ロ

ン
の
血
管
収
縮
反
応
：A

T
1

受
容
体
二
量
体
形
成
の
可
能

性
）」
で
あ
り
ま
す
。
鉱
質
コ

ル
チ
コ
イ
ド
と
し
て
知
ら
れ

る
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
の
非
ゲ

ノ
ム
的
急
性
効
果
を
血
管
収

縮
反
応
と
し
て
観
察
し
、
そ

の
機
序
にA

T
1

受
容
体
の

関
与
と
そ
の
ダ
イ
マ
ー
形
成

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。
論
文
と
し
て
は
論

理
を
裏
付
け
るdata

に
物
足

り
な
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
ユ

ニ
ー
ク
な
切
り
口
で
新
し
い

も
の
に
挑
戦
し
て
い
く
姿
勢

が
評
価
さ
れ
た
の
で
は
？
と

Review
er

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

や
学
会
で
の
質
疑
応
答
の
際

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
て

今
後
の
研
究
活
動
や
後
輩
の
指

導
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

部
学
術
賞
の
よ
う
な
授
賞
制
度

が
あ
る
こ
と
は
、
弘
前
大
学
医

学
部
が
組
織
と
し
て
充
実
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

所
で
一
人
で
も
多
く
の
医
師
が

Cyclosporine protects 
intestinal epithelial cells 
from

 apoptosis via T
GF-β

 
related signaling

三
沢
市
立
三
沢
病
院　

内
科　

佐　

藤　

裕　

紀

研
鑽
を
積
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
し
、
よ
り
多
く
の

学
生
に
本
学
部
あ
る
い
は
附
属

病
院
で
の
研
修
を
選
択
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
今
後
は
尽
力

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
学
術
奨
励
賞
と
い

う
栄
え
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
に
際
し
ま
し
て
、

推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た
福
田
眞

作
教
授
、
学
術
賞
選
考
委
員
の

先
生
方
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆

様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

炎
症
性
腸
疾
患
（
Ｉ
Ｂ
Ｄ
）

は
、
腸
管
の
広
範
な
粘
膜
障

害
が
そ
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。

Cyclosporin A

（
Ｃ
ｓ
Ａ
）
強

力
静
注
療
法
は
、
潰
瘍
性
大
腸

炎
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
こ
の

粘
膜
障
害
の
速
や
か
な
治
癒

と
、
腸
炎
改
善
を
も
た
ら
す
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｂ
Ｄ
に
お
け
る

粘
膜
障
害
の
発
症
機
序
、
Ｃ
ｓ

Ａ
の
作
用
機
序
に
つ
い
て
は
未

だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

況
で
す
。
我
々
は
こ
れ
ま
で

に
、
Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
マ
ウ
ス
実
験
腸

炎
モ
デ
ル
で
あ
る
Ｄ
Ｓ
Ｓ
誘
発

大
腸
炎
に
お
い
て
、
粘
膜
障
害

に
先
行
し
て
腸
管
上
皮
ア
ポ

ト
ー
シ
ス
細
胞
数
が
増
加
す

る
こ
と
、T

GF-β

を
ブ
ロ
ッ

ク
す
る
と
腸
管
上
皮
細
胞
ア
ポ

ト
ー
シ
ス
が
促
進
し
、
粘
膜
障

害
が
誘
導
さ
れ
る
こ
と
を
報
告

し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｃ

ｓ
Ａ
がT

GF-β

の
発
現
を
誘

導
す
る
と
い
う
他
分
野
で
の
報

告
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
本

研
究
で
は
、
Ｃ
ｓ
Ａ
の
作
用
機

序
の
一
つ
と
し
て
、T

GF-β

シ
グ
ナ
ル
を
介
し
た
腸
管
上
皮

の
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
の
制
御
に
よ

る
粘
膜
障
害
の
抑
制
効
果
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
結
果
は
、
今
後
の

Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
病
因
解
明
や
治
療
法

の
研
究
に
お
い
て
も
、
更
な
る

発
展
に
つ
な
げ
て
い
け
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
究
成
果
を
生
か
し
、

今
後
も
Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
研
究
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
研
究
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
棟
方
昭
博
名
誉
教

授
、
中
根
明
夫
教
授
、
石
黒
陽

准
教
授
、
櫻
庭
裕
丈
先
生
は
じ

め
多
く
の
先
生
方
に
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

Effect of a free radical 
scavenger, edaravone, in 
the treatm

ent of patients 
w
ith aneurysm

al subarach-
noid hem

orrhage

脳
神
経
外
科　

助
教　

棟　

方　
　
　

聡

　

こ
の
度
は
栄
誉
あ
る
弘
前
大

学
医
学
部
学
術
奨
励
賞
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
学
術
賞
選
考
委
員

の
先
生
方
な
ら
び
に
関
係
者
の

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
学
生
時
代
よ
り
ご
指

導
い
た
だ
い
た
先
生
方
お
よ
び

読
者
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
受
賞
に
あ
た
り
大
変
驚
か

れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
お
そ
ら

く
本
人
が
も
っ
と
も
驚
い
て
い

る
こ
と
を
付
け
加
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

受
賞
論
文
は
脳
動
脈
瘤
性
く

も
膜
下
出
血
症
例
を
対
象
と
し

た
臨
床
試
験
で
す
。
当
科
は
全

国
の
国
公
立
大
学
の
中
で
も
屈

指
の
く
も
膜
下
出
血
手
術
症
例

数
を
誇
り
、
伝
統
的
に
く
も
膜

下
出
血
後
の
合
併
症
で
あ
る
脳

血
管
攣
縮
の
基
礎
お
よ
び
臨
床

研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
成
果
は
注
目
を
集
め

て
お
り
ま
す
。
く
も
膜
下
出

血
後
の
脳
血
管
攣
縮
の
詳
細

な
発
生
機
序
は
未
だ
不
明
な

点
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
く

も
膜
下
腔
血
腫
中
の
オ
キ
シ
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
か
ら
放
出
さ
れ
る

フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
が
脳
動
脈
血

管
平
滑
筋
細
胞
の
様
々
な
細
胞

内
伝
達
系
を
活
性
化
し
持
続
的

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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収
縮
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
で

は
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
ス
カ
ベ
ン

ジ
ャ
ー
で
あ
る
エ
ダ
ラ
ボ
ン
を

く
も
膜
下
出
血

症
例
に
対
し
て

投
与
し
そ
の
効

果
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
症

候
性
脳
血
管
攣

縮
の
発
生
頻
度

の
低
下
や
予
後

の
改
善
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
我
々

が
行
っ
た
、
ウ

サ
ギ
く
も
膜
下

出
血
モ
デ
ル
を

用
い
た
基
礎
的

検
討
で
も
エ
ダ

ラ
ボ
ン
投
与
に

よ
り
脳
血
管
の

持
続
的
収
縮
が

抑
制
さ
れ
、
細

胞
内
伝
達
系
で

あ
るRho/Rho-

kinase pathw
ay

が
抑
制
さ
れ
る

こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
こ

の
受
賞
を
励
み

に
大
熊
洋
揮
教
授
は
じ
め
諸
先

輩
先
生
の
指
導
の
も
と
さ
ら
な

る
研
究
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
国
際
化
教
育
奨

励
賞
に
選
考
し
て
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
賞
は
、
海
外
の
教
育
現
場

を
見
学
・
視
察
し
て
、
そ
の
成

果
を
本
大
学
の
教
育
に
還
元
す

る
こ
と
が
目
的
と
の
こ
と
で
、

今
か
ら
見
学
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

さ
て
現
在
の
状
況
を
考
え
て

み
る
と
、
弘
前
大
学
に
お
い
て

は
初
期
及
び
後
期
研
修
医
は
ま

だ
ま
だ
少
な
く
、
そ
の
獲
得
に

は
毎
年
多
大
な
苦
労
を
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
研
修
医
を
集
め

る
た
め
に
は
、
医
学
部
教
育
を

よ
り
充
実
さ
せ
、
学
生
に
と
っ

て
よ
り
魅
力
的
な
も
の
と
す
る

こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
海

外
の
医
学
教
育
の
現
場
を
視
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の

我
々
の
教
育
を
よ
り
良
い
も
の

に
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
絶
好

の
機
会
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま

す
。

　

平
成
三
年
に

米
国
ネ
バ
ダ
州

立
大
学
リ
ノ
校

を
見
学
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し

た
が
、
日
本
と

比
較
し
て
学
生

と
教
員
の
関
係

が
非
常
に
密

な
印
象
で
し

た
。
小
グ
ル
ー

プ
で
の
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
が
多

か
っ
た
よ
う
で

し
た
が
、
学
生

を
飽
き
さ
せ
な

い
魅
力
的
な
も

医
学
部
医
学
科
国
際
化
教
育

奨
励
賞
を
受
賞
し
て

　
　
　

循
環
器
・
呼
吸
器
・
腎
臓
内
科　

講
師

中　

村　

典　

雄

国
際
化
教
育
奨
励
賞
を

受
賞
し
て

産
科
婦
人
科　

助
教　

福　

井　

淳　

史

　

こ
の
度
は
第
十
三
回
弘
前
大

学
医
学
部
医
学
科
国
際
化
教
育

奨
励
賞
に
選
定
頂
き
、
ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
、
韓
国
太
田
市
に
あ
る

K
onyang U

niversity

と
ソ
ウ
ル

市
に
あ
るY

onsei U
niversity

な
ど
を
訪
問
さ
せ
て
頂
き
、
韓

国
で
の
医
学
教
育
と
英
語
教
育

の
実
情
を
視
察
さ
せ
て
頂
く
予

定
で
す
。

　

韓
国
で
は
二
〇
〇
九
年
よ
り

医
師
国
家
試
験
に
筆
記
試
験
に

加
え
臨
床
実
技
試
験
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
米
国
や
カ
ナ

ダ
の
医
学
教
育
制
度
に
習
っ
た
も

の
で
、
国
際
化
を
目
指
し
た
韓
国

の
医
学
教
育
改
革
に
伴
う
も
の

で
す
。
本
国
で
は
臨
床
実
習
開

始
前
の
教
養
試
験
の
一
つ
と
し
て

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
近
い
将
来
、
医
師
国
家
試

験
へ
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
導
入
も
検
討

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
韓
国
で

の
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
れ
か
ら
二
十
年

近
く
経
っ
て
い
る
の
で
、
新
た

な
発
見
も
沢
山
あ
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
我
々
が
現
在
行
っ

て
い
る
Ｂ
Ｓ
Ｌ
、
ク
リ
ニ
カ
ル

ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
積
極
的
に
見
学
し
て
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

本
学
の
教
育
現
場
に
還
元
で
き

る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

こ
こ
数
年
で
医
学
科
の
基
礎

研
究
棟
、
講
義
棟
、
臨
床
研

究
棟
の
改
修
、
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
着
工
と
施
設
の
変
化

だ
け
で
な
く
、
世
相
に
合
わ

せ
た
よ
う
に
、
医
学
部
の
定

員
増
（
百
か
ら
百
二
十
五
名
）、

推
薦
入
試
に
か
わ
る
医
学
部

Ａ
Ｏ
（A

dm
ission O

ffi  ce

）

入
試
に
よ
る
新
入
生
と
こ
れ

に
合
わ
せ
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
始
な
ど
、
様
々
な
変
化
が

あ
っ
た
平
成
二
十
一
年
度
で

し
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
二

年
度
か
ら
は
、
二
十
一
世
紀

教
育
（
以
前
の
教
養
部
教
育
）

で
の
必
修
英
語
単
位
数
の
増

加
も
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
修
正
は
、
二
十
二

世
紀
を
ま
た
ず
に
必
要
で
あ

り
、
学
力
の
低
下
が
い
わ
れ

て
い
る
昨
今
で
は
各
学
部
単

位
で
の
補
修
授
業
も
必
要
と

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

し
っ
か
り
鍛
え
る
努
力
を
教

員
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
の
は

当
然
な
が
ら
、
こ
う
い
っ
た

努
力
も
、
卒
業
、
進
級
に
お

い
て
入
試
並
み
の
厳
格
さ
、

評
価
、
卒
業
時
の
質
の
保
証

（
極
端
な
話
、
入
学
時
の
学
生

が
卒
業
時
は
半
分
で
も
か
ま

わ
な
い
、
別
の
進
路
を
指
導

す
る
等
―
―
）
が
な
け
れ
ば
、

あ
ま
り
効
力
は
発
揮
で
き
な

い
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
九

日
、
医
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
附
属
病
院

診
療
奨
励
賞
授

賞
式
が
行
わ
れ

た
。
本
賞
は
、

院
内
の
診
療
水

準
の
向
上
を
目

指
し
て
、
主
に

診
療
、
看
護
、

検
査
、
シ
ス
テ

ム
等
構
築
な
ど

診
療
技
術
の
向

上
に
寄
与
し
た

団
体
に
贈
ら
れ

る
「
診
療
技
術

賞
」
と
、
診
療
、

看
護
、
介
護
、

窓
口
業
務
な
ど

を
通
じ
て
、
患

者
様
へ
の
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
ー

向
上
に
寄
与

し
た
団
体
に
贈

ら
れ
る
「
心
の

ふ
れ
あ
い
賞
」
か
ら
な
り
、
平

成
十
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、

三
十
三
団
体
に
贈
ら
れ
て
き
た
。

弘
前
大
学
医
学
部

弘
前
大
学
医
学
部

附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

広
報
委
員
会　

委
員　

広
報
委
員
会　

委
員　

袴　

田　

健　

一

袴　

田　

健　

一

（
消
化
器
外
科
学
講
座
教
授
）

（
消
化
器
外
科
学
講
座
教
授
）

　

本
年
度
の
診
療
技
術
賞
は
泌

尿
器
科
か
ら
応
募
さ
れ
た
「
術

創
ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
す
る
皮
膚

縫
合
法
の
工
夫
―
患
者
満
足
度

向
上
と
材
料
費
削
減
の
効
果
―
」

と
病
理
部
の
「
液
状
細
胞
診

（Liquid Based Cytology

）
の

導
入
に
よ
る
「
が
ん
細
胞
」
診

断
精
度
の
向
上
」
の
二
件
に
、

心
の
ふ
れ
あ
い
賞
は
医
事
課
と

看
護
部
か
ら
応
募
さ
れ
た
「
新

外
来
等
に
お
け
る
季
節
感
を
演

出
し
た
患
者
サ
ー
ビ
ス
」
の
一
件
、

計
三
団
体
に
贈
ら
れ
た
。
当
日

は
、
授
賞
者
を
代
表
し
て
泌
尿

器
科
の
神
村
典
孝
准
教
授
が

挨
拶
を
述
べ
ら
れ
、
手
術
の
閉

創
手
技
を
従
来
の
方
法
か
ら
吸

収
糸
を
使
用
し
た
埋
没
縫
合
に

変
更
す
る
こ
と
で
、
手
術
後
の

創
感
染
の
頻
度
を
下
げ
、
抜
糸

作
業
が
不
要
に
な
る
こ
と
で
患

者
様
の
満
足
度
も
向
上
し
、
さ

ら
に
は
医
療
費
削
減
効
果
を
も

た
ら
し
た
授
賞
内
容
に
つ
い
て

第
十
三
回　

医
学
部
医
学
科
国
際
化
教
育
奨
励
賞

は
幼
少
時
よ
り
英
語
教
育
に
非

常
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
国
際

人
育
成
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
現
在
の
韓
国
各
企
業

あ
る
い
は
研
究
者
な
ど
の
海
外

進
出
に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
私
も
米
国
に
留
学

さ
せ
て
頂
い
た
際
に
は
、
米
国
で

活
躍
し
て
お
ら
れ
る
韓
国
人
研

究
者
に
多
く
出
会
い
、
志
気
盛

ん
な
彼
ら
に
驚
か
さ
れ
た
も
の
で

す
。
現
在
韓
国
で
の
医
学
部
教

育
は
英
語
で
の
ス
ラ
イ
ド
・
教
科

書
が
使
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
共
通
言
語
で
あ
る
英

語
を
会
得
し
、
世
界
に
通
用
す

る
医
師
、
研
究
者
を
養
成
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
非
常
に
強
く

伺
わ
れ
、
欧
米
に
肩
を
な
ら
べ

医
学
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
隣

国
で
あ
り
日
本
同
様
に
母
国
語

が
英
語
で
は
な
い
韓
国
で
の
医
学

教
育
の
実
際
お
よ
び
英
語
教
育

の
実
際
を
研
修
さ
せ
て
頂
き
、
よ

り
世
界
に
発
信
す
る
た
め
、
よ

り
世
界
と
対
等
に
戦
う
た
め
の

考
え
方
・
教
育
法
を
学
ん
で
来

る
所
存
で
す
。

第
十
二
回　

医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
授
賞
式

後
に
行
わ
れ
た
祝
賀
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
病
理
部
を
代
表

し
て
刀と

ね稱
亀
代
志
技
師
が
、
液

状
細
胞
診
の
導
入
に
よ
っ
て
病

変
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な

病
理
標
本
の
均
質
化
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
さ
れ
、

看
護
部
と
医
事
課
を
代
表
し
て

岡
崎
耕
衛
医
事
課
長
補
佐
が
、

季
節
に
応
じ
た
外
来
棟
の
雰
囲

気
づ
く
り
が
患
者
様
か
ら
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
内
容
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
た
。
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平
成
二
十
二
年
度
三
年
次
学

士
編
入
学
試
験
が
終
了
し
、
十

月
九
日
に
二
十
名
の
合
格
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
六
月

二
十
八
日
の
第
一
次
選
抜
試

験
、
八
月
二
十
三
日
の
第
二

次
選
抜
試
験
、
そ
し
て
九
月

二
十
七
日
の
第
三
次
選
抜
試
験

と
い
う
、
長
丁
場
の
難
関
を
く

ぐ
り
抜
け
た
人
達
で
す
。

　

来
年
度
入
学
者
は
三
年
次
学

士
編
入
学
八
期
生
に
あ
た
り
ま

す
。
次
学
年
か
ら
二
年
次
後
期

学
士
編
入
学
に
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
、
三
年
次
学
士
編
入
学

の
最
後
の
学
生
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
志
願

者
は
四
百
四
十
九
名
で
、
前

年
度
よ
り
二
十
一
名
減
少

し
、
こ
こ
二
年
漸
減
し
て
い
る

状
況
で
す
。
ま
た
、
倍
率
は

二
十
二
・
五
倍
で
し
た
。
内
訳

は
県
内
枠
九
・
二
倍
、
全
国
枠

は
二
十
六
・
九
倍
で
し
た
。
県

内
枠
の
弘
前
大
学
出
身
（
在

学
）
の
志
願
者
は
二
十
四
名
で

前
年
度
よ
り
四
名
減
少
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
志
願

者
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
は

変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
県
内
枠

と
全
国
枠
を
合
わ
せ
た
志
願
者

お
よ
び
合
格
者
の
内
訳
を
み
ま

す
と
、
こ
れ
ま
で
の
三
年
次
学

士
編
入
学
試
験
と
大
き
く
変
化

し
た
点
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
県
内
枠
合
格
者
の
出
身
大

学
を
み
ま
す
と
、
弘
前
大
学
二

名
（
医
学
部
保
健
学
科
と
農
学

生
命
科
学
部
各
一
名
）、
北
海

道
大
学
、
新
潟
大
学
、
横
浜
国

立
大
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全

国
枠
で
は
十
五
名
中
関
東
勢
が

七
名
、
関
西
勢
が
四
名
、
東
海

勢
が
三
名
、
青
森
県
在
住
が
一

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の

合
格
者
は
前
年
度
よ
り
減
少

し
、
三
名
と
な
り
ま
し
た
。
年

齢
別
で
は
志
願
者
の
最
も
多
い

二
十
六
〜
三
十
歳
に
ピ
ー
ク

が
あ
り
、
平
均
年
齢
も
ほ
ぼ

二
十
八
歳
と
一
定
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
出
身
学
部
別
で
は
農

学
系
、
理
工
系
、
薬
学
系
出
身

者
が
多
く
、
文
系
も
三
名
と
健

闘
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
学
士

編
入
学
は
三
年
次
か
ら
二
年
次

後
期
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
さ
ま
ざ

ま
あ
り
ま
す
が
、
一
番
大
き
い

理
由
は
四
年
間
で
専
門
科
目
を

履
修
す
る
に
は
か
な
り
ハ
ー
ド

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
さ
な

く
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
医
学
教

育
で
重
要
な「
段
階
的
な
履
修
」

が
一
部
変
則
的
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
学
士
編
入
学
の
履
修
期
間
を

六
ヶ
月
延
長
し
、
並
行
し
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
正
し
、
編
入

学
学
生
と
一
般
入
学
学
生
が
同

時
に
専
門
教
育
を
開
始
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
入
学
試
験
も
時
期
が
早
ま

り
、
こ
れ
ま
で
三
次
試
験
ま
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い

学
士
編
入
学
試
験
で
は
二
次
試

験
ま
で
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
二
十
二
年
度
は
、
四
月
に

三
年
次
学
士
編
入
学
学
生
、
十

月
に
二
年
次
後
期
学
士
編
入
学

学
生
と
過
渡
的
に
学
士
編
入
学

学
生
が
二
学
年
入
学
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
二
年
次
後

期
学
士
編
入
学
試
験
日
程
（
平

成
二
十
二
年
十
月
入
学
）

　

第
一
次
選
抜

　
　

試
験
期
日
：
平
成
二
十
二

年
六
月
六
日
（
日
）

　
　
　

英
語
、
基
礎
自
然
科
学

　

第
二
次
選
抜

　
　

試
験
期
日
：
平
成
二
十
二

年
七
月
三
日
（
土
）

　
　
　

生
命
科
学
、
小
論
文

　
　

七
月
四
日
（
日
）

志願者数（男女比）
15年度 614（389/225）
16年度 449（279/170）
17年度 509（319/190）
18年度 425（282/143）
19年度 497（310/187）
20年度
全国枠
県内枠

517（312/205）
463（273/190）
54（39/15）

21年度
全国枠
県内枠

470（309/161）
417（274/143）
 53（35/18）

22年度
全国枠
県内枠

449（302/147）
403（270/133）
46（32/14）

21年度　主な出身大学
１．弘前大学 28 ６．北里大学 12
２．早稲田大学 24 ６．東京大学 12
３．東京理科大学 19 ６．慶應義塾大学 12
４．東北大学 14 ９．筑波大学 10
５．北海道大学 13 ９．新潟大学 10

22年度　主な出身大学
１．弘前大学 24 ６．東京理科大学 16
１．東京大学 24 ６．東北大学 16
３．慶應義塾大学 19 ８．北里大学 10
４．北海道大学 18 ８．千葉大学 10
４．早稲田大学 18 ８．筑波大学 10

８．横浜国立大学 10

入学時年齢別志願者数（%）
22～25歳 26～30歳 31～35歳 36歳以上

15年度 219 （35.7） 206 （33.6） 112 （18.2） 77 （12.5）
16年度 144 （32.1） 161 （35.9） 82 （18.3） 62 （13.8）
17年度 164 （32.2） 194 （38.1） 82 （16.1） 69 （13.6）
18年度 125 （25.4） 163 （38.4） 79 （18.6） 58 （13.6）
19年度 161 （32.4） 164 （33.0） 108 （21.7） 64 （12.9）
20年度 154 （29.8） 177 （34.2） 107 （20.7） 79 （15.3）
21年度 146 （31.1） 156 （33.2） 100 （21.3） 68 （14.4）
22年度 132 （29.4） 156 （34.7） 91 （20.3） 70 （15.6）

学部卒後経過年数別志願者数（％）
在学中 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年～

15年度 113（18.4） 71（11.6） 82（13.4） 47（7.7） 34（5.5） 267（43.5）
16年度 69（15.4） 44（7.2） 56（12.5） 35（7.8） 39（8.7） 206（45.9）
17年度 75（14.7） 55（10.8） 62（12.2） 61（12.0） 34（6.7） 222（43.6）
18年度 62（14.6） 34（8.0） 45（10.6） 40（9.4） 36（8.5） 208（48.9）
19年度 81（16.3） 42（8.4） 52（10.5） 51（10.3） 37（7.4） 234（47.1）
20年度 86（16.6） 42（8.1） 46（8.9） 37（7.2） 40（7.7） 266（51.5）
21年度 101（21.5） 41（8.7） 41（8.7） 32（6.8） 30（6.4） 225（47.9）
22年度 91（20.3） 39（8.7） 40（8.9） 36（8.0） 36（8.0） 207（46.1）

出身学部系別志願者数（％）

文系 理工系 農学系 歯学系 薬学系 獣医系 医療系 その他
（外国等）

15年度 205（33.4） 186（30.3） 57（9.3） 24（3.9） 84（13.7） 14（2.3） 29（4.7） 15（2.4）
16年度 123（27.4） 183（40.8） 37（8.2） 13（2.9） 48（10.7） 7（1.6） 21（4.7） 17（3.8）
17年度 141（27.7） 187（36.7） 40（7.9） 14（2.8） 69（13.6） 4（0.8） 37（7.3） 17（3.3）
18年度 114（26.8） 152（35.8） 32（7.5） 11（2.6） 74（17.4） 6（1.4） 33（7.8） 3（0.7）
19年度 120（24.2） 189（38.0） 48（9.7） 15（3.0） 76（15.3） 2（0.4） 29（5.8） 18（3.6）
20年度 104（20.1） 149（28.8） 86（16.6） 10（1.9） 90（17.4） 9（1.7） 41（7.9） 28（5.4）
21年度 84（17.9） 161（34.3） 35（7.4） 16（3.4） 81（17.2） 9（1.9） 52（11.1） 32（6.8）
22年度 108（24.1） 123（27.4） 66（14.7） 15（3.3） 62（13.8） 10（2.2） 49（10.9） 16（3.6）

大学院修了・在学志願者数（％）

修　士 博　士 計

15年度 160（26.1） 43（7.0） 203（33.1）
16年度 119（26.5） 13（2.9） 132（29.4）
17年度 143（28.1） 20（3.9） 163（32.0）
18年度 122（28.7） 15（3.5） 137（32.2）
19年度 150（30.2） 17（3.4） 167（33.6）
20年度 157（30.4） 24（4.6） 181（35.0）
21年度 129（27.5） 10（2.1） 139（29.6）
22年度 126（28.1） 16（3.5） 142（31.6）

男女別合格者数
男 女

15年度 14 6
16年度 13 7
17年度 12 8
18年度 17 3
19年度 14 6
20年度 13 7
21年度 15 5
22年度 17 3

時年齢別合格者数（％）
22～25歳 26～30歳 31～35歳 36歳以上 平均年齢

15年度 9（45） 11（55） 0 0 26±2.3
16年度 7（35） 10（50） 2（10） 1（5） 28±3.7
17年度 9（45） 　6（30） 4（20） 1（5） 27±3.9
18年度 6（30） 10（50） 4（20） 0 28±3.8
19年度 7（35） 　9（45） 3（15） 1（5） 28±3.6
20年度 4（20） 11（55） 5（25） 0 28±3.8
21年度 8（40） 　8（40） 3（15） 1（5） 27.05
22年度 7（35） 　7（35） 5（25） 1（5） 28.10

学部卒後経過年数別合格者数（％）
在学中 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年～

15年度 3（15） 4（20） 2（10） 2（10） 2（10） 7（35）
16年度 2（10） 1（ 5） 3（15） 2（10） 3（15） 9（45）
17年度 5（25） 2（10） 2（10） 2（10） 4（20） 5（25）
18年度 3（15） 1（ 5） 3（15） 2（10） 2（10） 9（45）
19年度 2（10） 2（10） 4（20） 0 1（ 5） 11（55）
20年度 2（10） 3（15） 0 1（ 5） 1（ 5） 13（65）
21年度 7（35） 2（10） 1（ 5） 0 3（15） 7（35）
22年度 5（25） 2（10） 1（ 5） 2（10） 1（ 5） 9（45）

出身学部系別合格者数（％）

文系 理工系 農学系 歯学系 薬学系 獣医系 医療系 その他
（外国等）

15年度 6（30） 3（15） 6（30） 0 3（15） 0 0 2（10）
16年度 8（40） 8（40） 2（10） 0 1（ 5） 0 1（5） 0
17年度 4（20） 10（50） 3（15） 1（ 5） 2（10） 0 0 0
18年度 1（5） 10（50） 3（15） 0 2（10） 0 3（15） 1（ 5）
19年度 0 10（50） 2（10） 1（ 5） 5（25） 1（5） 0 1（ 5）
20年度 2（10） 5（25） 6（30） 0 4（20） 1（5） 1（ 5） 1（ 5）
21年度 3（15） 6（30） 2（10） 2（10） 5（25）  0 2（10） 0
22年度 3（15） 4（20） 5（25） 1（ 5） 4（20）  0 3（15） 0

大学院修了・在学志願者数（％）

修　士 博　士 計

15年度 8（40） 1（ 5） 9（45）
16年度 7（35） 1（ 5） 8（40）
17年度 6（30） 3（15） 9（45）
18年度 9（45） 2（10） 11（55）
19年度 11（55） 1（ 5） 12（60）
20年度 6（30） 4（20） 10（50）
21年度 6（30） 2（10） 8（40）
22年度 6（30） 1（ 5） 7（35）

21年度　出身大学
2 名合格：東北大学
1 名合格：弘前大学、東京大学、京都大学、早稲田大学
　　　　　新潟大学、東京薬科大学、北里大学
　　　　　大阪府立大学、大阪薬科大学、名古屋市立大学
　　　　　日本女子大学、群馬大学、東京農業大学
　　　　　富山大学、岡山大学、静岡県立大学
　　　　　立教大学、国際基督教大学

22年度　出身大学
2 名合格：弘前大学、東京大学、北海道大学
　　　　　早稲田大学
1 名合格：東京理科大学、東京工業大学、新潟大学
　　　　　横浜国立大学、名古屋大学、星薬科大学
　　　　　国立豊橋技術科学大学、青山学院大学
　　　　　北里大学、大阪薬科大学、大阪歯科大学
　　　　　岐阜薬科大学

平
成
二
十
二
年
度
三
年
次
学
士
編
入
学

試
験
総
括
と
二
年
次
後
期
入
学
へ
の
変
更

医
学
科
入
試
専
門
委
員
長　

中　

根　

明　

夫

（
感
染
生
体
防
御
学
講
座
教
授
）

　
　
　

面
接
（
個
人
面
接
）

　

第
一
次
選
抜
か
ら
第
三
次
選

抜
ま
で
、
準
備
期
間
を
含
め
る

と
約
十
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
多

く
の
教
職
員
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
平
成
二
十
二
年
度
の
学

士
編
入
学
試
験
を
つ
つ
が
な
く

終
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま

た
す
ぐ
来
年
度
の
入
学
試
験
が

始
ま
り
ま
す
。
来
年
度
も
多
く

の
教
員
の
方
々
や
学
務
担
当
を

は
じ
め
と
し
た
事
務
職
員
の

方
々
に
入
試
業
務
を
お
願
い
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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平
成
二
十
一
年
十
一
月

二
十
一
日　

弘
前
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
「
健
康
・
医
療
講

演
会
」
を
、
十
和
田
市
立
中
央

病
院
と
の
共
催
に
て
行
い
ま
し

た
。
場
所
は
日
本
の
道
百
選
に

選
ば
れ
た
官
丁
通
り
の
一
角
を

し
め
る
十
和
田
市
立
中
央
病
院

の
さ
わ
ら
び
会
館
に
て
、『
脳

卒
中
の
掛
か
り
方
』
の
演
題
で

十
和
田
市
立
中
央
病
院
脳
神
経

外
科
診
療
部
長
・
副
院
長　

畑

中
光
昭
先
生
、『
脳
卒
中
の
最

新
治
療
』
の
演
題
で
弘
前
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
脳
神
経
外

科
学
講
座　

教
授　

大
熊
洋
揮

先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
当
日
は
寒
冷
前
線
通

過
に
よ
る
、
強
風
、
雪
、
み
ぞ

れ
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の

た
め
、
受
講
者
参
加
数
が
少

な
い
の
で
は
と
気
を
も
み
ま

し
た
。
幸
い
に
も
受
講
者
は

五
十
四
名
と
、
会
場
は
ほ
ぼ
満

席
の
状
態
で
、
盛
況
の
内
に
講

演
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
十
和
田
市
立
中
央
病
院
関

係
各
位
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

　

臨
床
検
査
医
学
講
座
の
歴
史

は
、
附
属
病
院
創
設
時
の
「
試

験
室
」
に
ま
で
遡
り
ま
す
。
そ

の
後
、「
臨
床
検
査
室
」、「
臨
床

検
査
科
」そ
し
て「
臨
床
検
査
部
」

の
改
称
を
経
て
、
昭
和
四
十
一

年
に
「
中
央
臨
床
検
査
部
」（
現

在
の
検
査
部
）
が
発
足
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
検
査
業
務
の
専

門
化
や
臨
床
検
査
の
学
問
領
域

確
立
な
ど
を
背
景
と
し
て
昭
和

六
十
二
年
に
臨
床
検
査
医
学
講

座
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
経
緯
か
ら
、
現
在
も
臨

床
検
査
医
学
講
座
と
検
査
部
の

教
員
は
表
裏
一
体
と
な
り
、
教

員
四
名
（
医
員
一
名
を
含
む
）、

そ
し
て
大
学
院
生
、
研
究
生
、

事
務
員
各
一
名
と
い
う
陣
容
で

検
査
部
臨
床
検
査
技
師
の
助
力

を
得
な
が
ら
、
後
輩
の
教
育
と

と
も
に
診
療
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
臨
床
検
査
を
目
指
し
、
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

教
員
の
中
二
名
は
臨
床
検
査

専
門
医
で
、
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
分
野
で
あ
る
高
血
圧
・

腎
臓
病
あ
る
い
は
糖
尿
病
の
専

門
医
・
指
導
医
と
し
て
後
進
の

育
成
や
地
域
医
療
に
も
力
を
尽

く
し
て
い
ま
す
。
臨
床
検
査
医

学
の
学
部
専
門
教
育
で
は
、
講

義
と
と
も
に
相
互
の
採
血
体
験

を
含
め
自
己
を
被
験
者
と
す
る

項
目
を
取
り
入
れ
た
実
習
を
展

開
し
、
概
ね
良
好
な
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
一
方
、
社
会
連
携

の
一
環
と
し
て
、
弘
前
臨
床
検

査
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
、
臨
床

検
査
の
研
究
と
業
務
の
向
上
を

実
践
す
る
た
め
の
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に

八
十
回
を
超
え
る
歴
史
あ
る
会

に
育
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青

森
県
に
お
け
る
臨
床
検
査
の
精

度
管
理
事
業
に
参
画
し
、
平
成

二
十
一
年
に
青
森
県
医
師
会
か

ら
発
表
さ
れ
た
「
基
本
的
臨
床

検
査
項
目
の
基
準
範
囲
共
有

化
」
な
ど
の
活
動
の
推
進
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日

本
臨
床
検
査
医
学
会
や
関
連
学

会
の
東
北
支
部
総
会
、
日
本
臨

床
検
査
自
動
化
学
会
第
二
十

二
回
春
季
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
主

催
し
、
地
域
の
臨
床
検
査
振
興

の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

の
集
大
成
と
し
て
平
成
十
八
年

に
「
臨
床
検
査
ル
ネ
サ
ン
ス
」

を
テ
ー
マ
に
宿
願
の
第
五
十
三

回
日
本
臨
床
検
査
医
学
会
学
術

集
会
を
弘
前
で
開
催
し
、
新
し

い
臨
床
検
査
医
学
の
在
り
方
を

全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と

が
出
来
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
部
の
業
務
に
対
す
る
要

望
は
多
様
で
、
多
岐
に
わ
た

り
、
そ
れ
ら
に
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
の
支
援
体
制
（
研
究
機

能
）
が
臨
床
検
査
医
学
の
最
も

基
本
的
な
任
務
で
す
。
そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
内
分
泌
代
謝
内

科
学
、
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科

学
、
神
経
精
神
医
学
、
小
児
科

学
、
感
染
生
体
防
御
学
、
社
会

医
学
な
ど
学
内
各
講
座
と
の
共

同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
成
果
は
学
会
発
表
の
み
な
ら

ず
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
の

臨
床
検
査
技
師
レ
ベ
ル
で
の
獲

得
な
ど
に
顕
著
に
表
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
年
に

ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
二

十
二
回
国
際
高
血
圧
学
会
で
数

少
な
い
口
演
演
題
に
採
択
さ
れ

堂
々
と
発
表
す
る
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
臨
床
検
査
技
師

も
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の

主
な
研
究
の
テ
ー
マ
は
、
①
高

血
圧
疾
患
感
受
性
遺
伝
子
多
型

お
よ
び
変
異
の
検
査
同
定
法
の

確
立
と
高
血
圧
お
よ
び
そ
の
心

臨
床
検
査
医
学
講
座

臨
床
検
査
医
学
講
座　

教
授　

保　

嶋　
　
　

実

●
大
学
院
医
学
研
究
科

採
用
（
21
・
12
・
１
）

　
糖
鎖
医
学
講
座（
寄
附
講
座
）助
手

　

須
藤
晋
一
郎

　
糖
鎖
医
学
講
座（
寄
附
講
座
）助
手

　

黒
田　

喜
幸

採
用
（
22
・
１
・
１
） 

　
消
化
器
血
液
内
科
学
講
座　

助
教

　

間
山　

　

恒
〈
医
員
〉

　
不
整
脈
先
進
治
療
学
講
座
（
寄
附
講
座
）
助
手

　

佐
々
木
憲
一
〈
医
員
〉

昇
任
（
22
・
１
・
１
）

　
不
整
脈
先
進
治
療
学
講
座
（
寄
附
講
座
）
准
教
授

　

佐
々
木
真
吾

　
〈
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
教
〉

配
置
換
（
22
・
１
・
１
）

　
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
教

　

阿
部　

直
樹

　
〈
附
属
病
院　

助
教
〉

●
附
属
病
院

配
置
換
（
21
・
12
・
１
）

　
消
化
器
内
科
・
血
液
内
科
・
膠
原
病
内
科　

助
教

　

遠
藤　

　

哲

　
〈
消
化
器
血
液
内
科
学
講
座
〉

採
用
（
22
・
１
・
１
）

　
循
環
器
内
科
・
呼
吸
器
内
科
・
腎
臓
内
科　

助
手

　

伊
藤　

太
平
〈
医
員
〉

昇
任
（
22
・
２
・
１
）

　
消
化
器
内
科
・
血
液
内
科
・
膠
原
病
内
科　

講
師

　

遠
藤　

　

哲

　
〈
消
化
器
内
科
・
血
液
内
科
・
膠
原
病
内
科
・
助
教
〉

　

お
悔
や
み

　

弘
前
大
学
元
学
長
、
弘
前
大

学
名
誉
教
授
（
元
整
形
外
科
学

講
座
教
授
）
東
野
修
治
氏
に

は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月

十
三
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
八
十
五
歳

　

こ
こ
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
、
御
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

（
平
成
十
年
秋
勲
二
等
旭
日
重

光
章　

受
章
）

　

ち
ま
た
で
は
、
バ
ン
ク
ー
バ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
時
期
に
な
る
と
、

日
頃
は
眠
っ
て
い
る
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
が
む
く
む
く
と
よ
み
が

え
り
、
日
本
選
手
を
ひ
い
き

し
て
応
援
し
て
し
ま
い
ま
す
。

カ
ー
リ
ン
グ
の
目
黒
選
手
は
弘

前
大
学
卒
業
で
す
か
ら
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
め
ば
よ
く

あ
る
「
地
元
の
母
校
か
ら
」
み

た
い
に
、
弘
前
大
の
講
堂
な
ど

に
集
ま
り
、
学
長
、
職
員
、
学

生
な
ん
か
が
鉢
巻
き
し
て
、
な

ん
て
い
う
場
面
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
北
海
道
出

身
な
の
で
、
小
中
学
校
の
時
代

に
将
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に

な
る
人
を
見
た
り
、
一
緒
に
競

技
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
才
能
が
ダ

ン
ト
ツ
で
百
年
に
一
人
の
天
才

と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
人
が
必
死
に
努
力
し
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
行
っ
て
も
予

選
落
ち
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
か

ら
、
今
回
メ
ダ
ル
を
取
っ
た

方
々
が
ど
ん
な
精
神
状
態
で
ど

の
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
苦
し

さ
を
感
じ
る
受
容
体
な
ど
が
欠

損
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

（
澤
村　

記
）

血
管
合
併
症
の
発
症
・
進
展

マ
ー
カ
ー
の
開
発
と
評
価
、
②

サ
イ
ト
メ
ト
リ
ー
を
用
い
た
細

胞
表
面
マ
ー
カ
ー
発
現
お
よ
び

転
写
活
性
を
指
標
と
す
る
細
胞

機
能
検
査
法
の
開
発
、
③
院
内

感
染
防
止
対
策
に
貢
献
す
る
検

査
部
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開

発
、
④
２
型
糖
尿
病
性
細
小
血

管
障
害
特
に
神
経
障
害
の
病
態

の
解
明
、
な
ど
で
す
。

　

現
今
の
経
済
情
勢
か
ら
医
療

環
境
は
年
々
厳
し
く
、
と
り
わ

け
臨
床
検
査
へ
の
風
当
た
り
は

一
層
激
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
効
率
性
そ
し
て
生
産
性
の

み
を
求
め
る
あ
ま
り
、
臨
床
検

査
医
学
そ
し
て
検
査
部
の
在
り

方
の
本
質
が
蔑
に
さ
れ
る
危
機

に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
正
確
性
、
精
密
性
そ

し
て
迅
速
性
に
裏
付
け
ら
れ
た

臨
床
検
査
は
客
観
的
、
言
い
換

え
る
と
科
学
的
医
療
の
実
践
に

は
不
可
欠
で
す
。
研
究
の
心
を

忘
れ
ず
臨
床
へ
の
還
元
を
目
指

し
て
、
臨
床
検
査
医
学
の
教
育

や
研
究
を
通
じ
、
医
学
研
究
科

そ
し
て
附
属
病
院
の
発
展
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

畑中　光昭 先生

大熊　洋揮 先生

　

医
学
研
究
科
公
開
講
座

　
「
健
康
・
医
療
講
演
会
」

脳
神
経
生
理
学
講
座　

教
授　

上　

野　

伸　

哉


